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完新世の到来：こよってヨ本列島の気位の囲暖化かすすみ、動、植物か次第にその分布と種類を

変化させつつあった時期に新たな又イじか萌芽する。

今からおよそ 1万年前におこった、この歴史卜の一つの画期を縄文文化の成訂として評価し、

以後的 80 0 0年のあいだ日本列島に独自に展開したこの文化を完新世における人類の新たた函

応の形態としてとらえる方司か定杓しつつある。 （文 l-P63~64〉

縄文社会の生咤形態の特質は、柏物質食糧への依仔の拡大や漁陪の発達なとに象徴されている。

そしてまた、陸棲の獣類を対象とした狩猟も細石描や槍先形尖森器の段階から石鏃の出現によっ

てしめされるような新たた技術上の変化かひきおこされるのでをる。 （文7-P12~15)

生咋形態の技術的た変吊かそれに要する遥貝や装備の変化に反映されることによって道具類の

型式網年学的な研究は、それらを用いた社会や文化の出現や発展・衰退といった過程を時間と地

域とし ‘9う悴組みの中てかたり明確にすることがで羞る。しかし、道具類の出現や衰退といった変

返のありさまは、それだけては、道具類かどのようなしくみをもつ社会のなかで用いられたのか

という問題に答えることは不可能であるし、また逆にその道具類から社会や文化の特質を読み取

ることは、出来ないのである。

この閻題に取り組むためには、道具自体の型式学的な分析を前提として、さらにその時代の集

団にどのように製作含れ、また使用に際して集団がどのような体勢を整えていたのかということ

を明らかにしておく必要があるのである。

具体的な分析の手続きは、ひとつの地域に生活址をのこした集団に、ある道具を手にする卓が

できたか否かという認識の段階から、どの程度の数届をどのように所有したのかという、やや立

ち入った細かな事実を明らかにしておく事が必要となってくるのである。

本稿では、縄文時代の生産活動を特徴づける生産用具のひとつである石鏃か以後の変遷のなか

で、いかなる生産体系をもつ集団のなかで用いられたのかという点について考える。そしてこの問

題の明確化によって縄文社会における狩猟活動のありかたとその組織法に論を及ばしてみたい。

1 立論の経鐙

千梨県下には、縄文時代の遺跡が数多く分布しており、とくにその中でも東京滋東岸地域に
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は、名数の貝塚か庄中していろ。この状況は、縄文時代における漁脅活動の活発内ふ物語るかの

ようである。しかし、これらの目屑のなかには、魚貝類なとの1魚楷活動の産物以外にときにぱ

かなり多砿の陸棲の小、中型の動物直存体がふく まれていることもまた唱実であろ。このことか

ら、この地域においても、階上における狩猟石動かおこたわれ、またある時期には、かたり活

発であった状況を予測する事ヵてぎ；；3。また、千英旦は石器の用材に善わめて乏しい地域で｀ と

くに用材の確保と維持には殊更な注意と努力が払われていたものと思われる。 （文 6-P 3) 

そのなかにあって消費率の高い石鏃を用いだ狩猟活動は、石器用材の入手から製作にいたる道具

の装備とその確保自体に組織化さパに集団の対応かあったものと考えられる。

当地の縄文遺跡からの石鏃の出七は、まれではなく、むしろ石器の組成の左かでの組成率は、

低いものの、かなり安定した位置を占めている。このたかで注忍したければたらないのは、中期

の集落のなかに他の集落を圧倒するほどの破格の数の石鏃を保有する集落が出坦することてある。

これらの集落のいくつかは、 後藤和民氏によっ て「特定な地域から石材の原石をとり寄せて、

もっぱらそれを加丁する集落」（文 ll-P191)として認識され、周辺の集落間との分業関

係をしめす現象0)一つとして考えられた。縄文釈落における特定石器の製作と消背を一定地域内

の集落間に存在しに有機的な関係の一つとしてとらえよう としだ庄目される指滴である 。しか し、

実態ははたしてそうであろうか。

実際に「石なし県」 と呼はれる千槃県に分布する縄文時代の各世跡からは、剥片石器の製作に

さいして生じた残核や剥片、砕片か少たからず出土するし、石錐自（本の出上も稀た市て1よなし、0

このような事実からは、むしろそれそれの集落間には、石鏃の距作を行うための一定量の石材

を手にし得る ような人手過程の存在したこ とが推測て含るのであり 、当地域の集団は、これ応よ

って等しく石銀を骰作する ことか可能であ ったものと考えられるのである。

それにもかかわらす、 一定地域に酎在する集落のあいだに他集落を圧倒する破格の数の石鏃を

保有する集落が存在するな らは、それは、 集洛間における狩猟活動の内容とその組織法のちがい

にこそ、この現象の本質的な要因が求められたくてはならないのでは左かろうか。

石材の入手経路が様々な地域におよんでいることは、それそれの石器用材の産状より明らかで

あるから（文6-P63~67)、各集落の集団は、複合したいくつかの入手の経路をつうじて

ほぼ共通した組み合わせの石器群を手にすること ができたのであ ろう。

このような石杞の入手方法をもち褐た縄文中期の集落閻に特定だ石器が集中的に保有されるに

至る状況には、一体いかなる要因が存在するのであろうか。

筆者が、昭和 59年6月に丁葉市加曽利貝塚博物館で資料整理をお こなった際に、偶然にも手

にした千葉県高板木戸北遺跡採集の認しい鼠の黒曜石とチャートの石核と剥片類は、との問超を

考えるき っかけのひとつを与えてくれた。
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II 東京湾東岸地域の中期集落と石鏃

1. 高根木戸北集落とその周辺

東京滋東岸地域には、数多くの細文時代の逍跡が分布する。それらは、いすれも、東京西に川

ぐ詞，1|［によって形成された樹枝状の台坦J::に位首するものである 3

高棋木戸北遺防は、東京廣に叶，＜海老｝［［に続く支芥の最奥部の古坦上に立地 している。 i第 1

図）この台地の束側には、小さな溺れ谷が存在し、これをはさんで末方約10 0 mの地点に勝阪、

阿［台式期より加曽f;ljじIII式期に函する竪穴住居 7.5軒と小竪穴 12 5基か検出された高根木戸

遠跡（又 14)が付置している。

高根木戸北遺跡は、昭和 43年に宅地造成に先立つ調査かおこなわれ、この時にトレノチ法に

より勝坂、阿ニド台武期より加情利Em式期にいたる 12軒の堅穴住居と 8基の小竪穴か検出ポれ

た。 （文 13)この囲査によって、木遺跡か開口蔀を東側1こもち竪穴住居群の内岱1て小竪穴を配

する叫型的な環状集落であ ることか確認された。

また、とくに高根木戸集落と併行する士器型式か連統的に出一土したことは、庫要な事実である。

このことから、両集落かほぼ同時期に併存した集落てあ った可能性がきわめて高いものと考えら

れろからである。

両偵落の調杏の剖後にわたって周辺地域の遺跡踏杏を熱心に続けられていた祠橋熙氏は高根木

口北遺跡において多量の石鏃と石核、剥片類を採集し、それを大切に保管されていた。この資料

は、昭和49年に後藤和民氏により招介される所となった。

後除氏は、東哀満岸の貝塚地帯に存在する石鏃存多屋に出土するこれらの出落に江目して集落

間における分業の存在を指摘している。 （註 1)この指摘の後に石鏃の製作と消密の関係か ら集

落間の問題に取り糾んだ分析はみられたい。

この問題に立ち入るためには、多品の石銀とその製作を物語る素lj片類に よっ て示される集落間

の菜巽が、単なる資料のもつ屋的な不安定さからくる．見かけ上の過いであるのか、また集落間の

労働組織の構造的た違いからくる本質的な差である U)かを見叔わめる必要がある。

そのためには、まず (1)当地域の中期の石器群仝体のなかにおける石鏃のありかたや (2)石器

用材の入手過程や遺跡間の保有量の分析と (3)石器製作の技術的な分析を充実させておく必要が

ある。

ここでは．これらの中で（1)および (2)の問組を中心にとりあげる。 また (3)については、機

会をあらためて分析の成果を示す用慰があるので、 ここでは、深人りはしないでおくことにする u
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高根木戸北遺跡

高根木戸遺跡

占和田台遺跡
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＊ 海老ケ作貝塚は鹿島）II水系
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1 Ian 

第 1図 沌老JII流域の縄文前期、中期集落

2. 高根木戸北集落の石鏃と剥片頚

扁棉氏によって採集された大量の石鏃と剥片類について観察してみよう。剥片としてまとめら

れていた中には、不定形な形状のスクレイパーや数種類の剥片石器がふくまれており、全資料の

内祖は石鏃 74 3点、スクレイパー 58点、石錐 27点、剥片 2,808点でありその大半か石鏃

によって占められていることかわかる。石核1よ、 68点ありそのなかには、剥片剥離の終了後に

スクレイパーに転用されているものかふくまれている。

残核の形状は、板状の素材の平坦部分に打面を設け剥片剥離作業の進行とともに打雨を 90度

すつ転移させているもの、楕円、方形の素材を t、下から加撃して剥片を打ちとるものの2種類

か上体をしめている。これらの資料は、総重品 3.19 8 gを計る。そのなかでも、全体の67.2 

％をしめる 2、15 0 gが黒曜石であり他の32.8 %かチャートによって占められている，
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伍材別の石核の形状に注意してみると、里曜石U)石核38直の平均重量ば、 6.65 g冗たいし

てチャートの石核30点の平均重量は、 11.66gで吃り、両者の間にあ苔らかた霊量と形状の

差がみとめられる。 （註 2)

これは、原材自体の形状の違いか、あるいは、剥片剥離技術と石材の性質との関係9こ迄因ずる

ものと思われるこチャートの剥片や石核の剥離面にヒンジフラクチャーがおおく認められる事と

黒昭石原材のなかに未加工の 5gにも諭たたい小転石が仔在すろ事だとから考えると、里曜石は、

緻密て均質左粒了構造をもつ符性から石核の母材自体が小さくても剥片剥離が比較的容易であっ

たものと考えられる。一方、チャートは、節理と不純物が多く含まれているため 10 g程度の直

量の石核であっても利片剥離作業を断念したけれはならなかったのてあろう。

これらの石材と剥片剥雛技術の閲係からは、剥片存打ち取りやすい黒曜石が中｛本的に選択され

ていた事実を知ることがで苔る。石鋸を中心とした剥片石恭の石材組成は、これらにほぽ対応し

ているから、大量に残されだ残核と剥片類は、その大部分が石鋸の肢作によって生じたものとみ

て、誤りはないであろう。 （第 6図）

約700点にもおよぷ石鏃と大量の剥片類をのこした高根木戸」じ遺跡集団は、周辺地域の集落とど

のような関係をむすんでし、たのであろうか。この問題に検討を加えろためにば、当地域の中期の

集落群に保角されていた石器群の概要を知っておく必要かある。

3. 東京洒東岸地域における縄文中期石器群の組成

当地域の中期中英の石話群の基木的な組成は、比較的おおくの逍跡の資料が公表されている事

情から複数の遺跡閤で組成率を整合させる作業によってその慨要をしることがで玉る。中期の集

落に［よ、し、＜つかの連続性のペターンがあり（文8-P20~22)この時間喝のだかでの石器

の糾成には、変化かすくない。このことは．逆に石器組成の安定した状況が集落の経営と密接に

舒すびついてし＇る事実を反映しているものと思われる e （文10-P215)

この関係に注目して、該期の集落の石器群に注目してみよう。 （第 2図）

高根木戸集落は、一部の削平区域をのそいて集落のほぽ令面を調百した遺跡である。高根木戸

集落の石器紐成を周辺の同期の遺跡の組成と比鮫してみると、その組成器種と組成率とのあいだ

応一定した共通する特徴を指摘することがで苔る。ここでぱ、海老ケイ乍貝塚（文 17-67~

7 4)と今島田遺跡（又21-P27~34)を例にとってみよう。 （第 2図）糸且成の特徴としては．

打装石斧か、全体の約 30 oJ,ちかくを占め、これに翌製の石斧と植物質の食糧の加工具と考え

られる磨石．敲石類と石皿を加えると、全体の組成の 60~70%にも達することがわかる。

打製石斧と磨製石斧存伐採．土掘り具と考える従来の説に従うならば、組成率の扁い他の磨石、

蔽石類と石皿をふくめ、これらの石器群は、王に植物質食糧の獲渇とその加工に依存した結果と

考えるのが妥当であるかもしれない。
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第 2図 中期集格の石器組成 カノコ内は実数

これらの石器群にたいして、狩猟用の石器は、この時期には石鏃（こほば限定 されており、 先

述の逍跡では、 1S ~ 2 0％の組成率を示している。このようた器種ごとの組成率か囲ちに該期

の複合した労働形態の部門別の比頁関係をホすものと考えるのは、極めて危険であるか（註 3)、

年代的に併行し、同一環境の地域に分布する遺跡の石器組成に一定の共通性が見出される場合に

は、これに何らかの労働形態の特質か反映しているものと考えなくてはならないだろう。

ここでは、各遺跡間において模物質食糧の獲得とその加工技術に一定の共通性か見出せる、と

いう事のみを確認しておく。このことは、それそれの集落か、ほぼ共通した労働形態によって生

序活動を組織していたことを示しているものと考えられる。

特定史落における石鏃の集中的な保有は、この定性的な染落間の石器組成のあ りかたと一見、

まったく結びつきをもたない現象であるかのようである。

4 集落の規模と石器組成

特定の石器の遺跡蘭における出土犀によってその遺跡の特性を判断する方法は、出土数たどの

資料の表面卜¢)ばらつ苔によって石器群の実態を王しく捉え難いものとしている。

この問題を石銑にしほっ℃みても数量的な情報には、導かれる評価か、石器の残存率や検出率

と遺跡をのこした集団のサイズの違いという二つの甚木的を要因に大きく左右される事が明らか

である。

子和清水貝塚は、 高根木戸北集落と同様に東京淡東岸地域に位囲する中期中葉の集落でその大
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半か凋杏された遺携て吃る。 （文22)ここからば、 2 8 9豆にもおよぷ、この助期としてば、

きわめて多量の石銀か出土している 0 (文 19-P146~147J

固辺の選跡との比較てその歎は、破栴なものであったことかわかる介、この過謗U)全体よ i]出

士した石器群のだかでの組成1よ、 17，j/,,と意外にも低し‘ものご、先述した核期の直常の集落の粕

成率におさまることがあきらかて左る。

子和清水貝塚では、勝坂、阿干台式期より 1Jl咽利 EUI式期にいたる 27 8軒の竪穴住居の検出

かあった。し、ま 、か 1:）に高根木戸集落で得られた凸沿紅成と（呆有吊を一つの比餃資料として、 I 

臼清水とに較を してみる。

砂根木戸は、75軒の任居に対して 75本の石鏃の出＿土かあっ たか ら、この対応関係を基にす

ると、子和清水ては、約 37倍の数の住店が存存する。かりに、子和清水の集団か高根木戸集落

の集団と 固質的だ生序形態に属してし、たものとするだらば、 3. 7 X 7 5 〈27 8点）の石録が存

在すろという 予測かもてる。こ の検索方法ぱ ~ 選跡における残存状態や検出率か＇『しいという前

提をもつことに左るか、得られた数値ぱ、了和清水より実際に出上した 28 9点とし、ぅ石鏃数と

大ぎく異なるも のではなく、むしろかなり 近い値であることに注意したいc

いくつかの的提を炉まえなくてはならないか、集落における石鎚の保有星と 住居軒数との相関

性は、他の器種の組成平における血逍跡の共通性ともかかわって一定の説得力を持ち得るはすで

ある，（註 4)

これらの作業によって明らかにし得ることは、集落における住居軒数（集落規模）の差（こよっ

ては石器群 の某本的た組み合わせは、変化しないこと、 つまり 安定した 同質的だ生産体系の

穫得と維持（こよって集団のサイズにほぼ比例した石器群がこの地域の多くの集落にのこされたと

しヽうことであろ。

この時期の集団は、集団サイズの大割化を生産技術や道具類のあらたな開発によって維持した

のではたく、筈質的な切働部門に投下する労働力の期大1こよって可能にしたものと患われる。こ

のことは、また隼落間における石器組成の本質的な佐いが、集落を形成する集団のサイスの違し、

iこ団るので1よなく、生産活動における集落集団の組織法自体にその要因か求められる事を暗示 し

ているのである。

5. 高根木戸北集洛の石器群

扁根木戸集落の石器組成は、該期の集落の特性をよく示すものてあることか理解できたが、こ

れに近接して営まれた高根木戸北集洛の石器群の実態は、 いかた る構成をもつのであったのだろ

うか。

木遣跡は、先述したように第疼の一部分の調査であ ったために、出土資料のみでは全体の

様相を知ることがで合ないので、先に紹介した採集資料をふくめて、調杏時の出十状況をふまえ
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たから、その実態について予測を試みることにする。

発掘調査によってあきらかにされたのは、海老川に面した集落の南側の 12軒の住居群とその

内側に配酋された 8某の小竪穴である。これらの直構群の構造とその配償ぱ．高根木戸集落とほ

ぽ同様であり、そこに小竪穴が住居の内帯に配置された環状集落のすがたを読み取ることができ

ろ。（第3図）

これらの消構群の時期は、高根木戸集落とほぼ同しとみてよい。住居の配習は｀ 2~3軒が一

つのまとまり（任居フロノク）をもち、謁杏部分では、 3~4個の住居ブロソクが存在するよう

である。

出土した石器は、 38点を徴えた。 （文 13-P263~27)その組成は、打製石斧と磨製

石斧が主体なたすという点では他の集落と一致するか、磨石、蔽石類や石llllの組成は、出土点

数の稀少た事情を反映して、ばらつ彦が名いものとなっている。ただ、器種の組成自体ば、他渠

落と同浅であるから、それぞれの器種の組成率もほばこれと変わるところはないものと考えてお

く。

調杏区域内での石鏃の出士は、わずか2点にとどまり、 1 2軒という仕居敷にたいして少ない。

また、剥片の出ナもあるが、目立つほどでは、ないようである。これにたいして、調査区域外で採

集された石鏃と剥片類は、先に示したように膨大た数1こおよんでいる。

この遺跡が高板木戸集落とはば等しい集落であると仮定しても、いままでに採集された石鏃だ

けでもその数は、高根木戸の約 10倍にも達することになる。

また、この集落が高根木戸集落の規模を糾しく上同る事はないものと考えられるから、これら

の石鏃は、おそらく高根木戸集落を形成した集団とサイズにおいては、さほと変わらだい集団

によって残されたと考える方が妥当であろう。 （文 13-P29) また集落内部における石銑

の在り方を推測するならば、西側部分の 12軒の仕居群には保有率が著しく低いものであったよ

うである。必然的に多量の石鏃は、これ以外の地点の住居ブロノクに保有された可能性が高いも

のとなろう。

限られたいくつかの集落内において多量の石録が製作、保有されたという事実を高根木戸北集

落の石器群に鍛てとることがで苔るとするたらば、この現象の本質的な要因に縄文中期における、

集団の石鏃をもちいた狩猟活動の実態を垣間見ることができるのではなかろうか。

この問題に汀ち人るまえに、この地域における中期石器群の特徴、そして、石鉄の用材の入手

過程や集落内における石鏃製作の実態を知ることによって、道具の製作と保有という観点から、

この集団の特性を明らかにしておく。

III 集落構成と石鏃の製作、保有

ここでは、すこし時期をさかのは三って前期中葉からの石器の組成とその変遷を明らかにし、石
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第 3図 高根木戸集落と麻根木戸北集落の住居分布

鉄の用材選択の在り方とをあわせ考え石器群全体のなかでの石鏃の意味について考えてみる。

］． 前期中葉期から中期中葉期における石器の組成

海老／1|流域の前期中槃集落には、八栄北遺跡（文23)と飯山満東遺跡（文15)があり、両

者は、集落0)大半の部分の調含がおこなわれている。

八栄北具跡は、焦浜式期の短期集落である。飯山濁東遠跡は、 これにたいして．黒浜式期

に集落の始栢期をもち、後半期の浮烏 I式からm式期に連続する継続集落である。また、後半期

の浮島111式期の短期集落である占和田台遺跡（文16)が、これに近接して位置する。これらの

遺跡ば、それぞれに年代的な併行関係と前後の時期の整合性和示している。

第4図にこれらの遺跡の石器組成を示した。それぞれの遺跡の組成は、出土士岱型式によって

年代を明確に知ることので苫る竪穴住居出士の資料を分析の対象としている，

憫々の石器の姐成率存概観してみよう。黒浜式期では、乳棒状磨製石斧か特徴的な器種として

あげられる。これに対して、打製石斧は、安定しない。これに代わって礫器が少数存在する。磨

石、敲石類は、飯山濶東集蕗では約30，るをしめるが、八栄北集落でば、石叫の保存すらみら

れない。石践も八栄北ては、出土かない。飯山満東ては、約 10佑存示しているか、これは、こ

の時期では、多いほうかもしれない。飯山満東でば、この時斯に住居の内部で石鏃の製作のおこ

なわれていることが関係しているのであろう。

この時期で特徴的な石器には、軒石製の浮f状の製品がある。また、未加下の軽石も多く卍十
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第 4図

して いる。八栄北集落では 、

前期集落の石器組成 力 y コ内は実数

全体 の 90 %ちかくを占めて い る，飯山醐東集落ても 43点

(3 5. 5 16）の出土がある。八栄北箕洛（ふ 9車下の幣穴住居が存在するにも係わらず組成カ・安定

しない。これを単なる資料のばらつきとみるか、 ありのままのものとみるか、判断は1真重を要す

るであろう。しかし、軽石製品の異常な出士かこの集落の石器組成に一つの特異性を生じさせる

原因となっていることは、事実であろう。この石器の用途の解明によって八栄北集落の性格がか

なり明確になるに違いない。

苦島 I~In式期の様相は、集落にのこされる石器数そのものが少たい点にある種の特徴がある。

浮島 l式ー諸磯 a式期の数属の比較的安定した飯口満東ては、磨石、 敲石類と石鉄で全体の約

8 0 %をしめる。石鏃の割合か大きいことは、石鏃の製作を行う住居かあることと関係するたろ

う。飯山尚東は、秤島11~rn式へと集落の連続がみとめられるが、

をのこしながらも、量的には、

この時期では、 前段階の組成

苔わめて貧弱な石器君子を 0)こしているにすぎない。黒浜式期で顕

著であった石鏃もこの時期ではわすかにその存在が確認される程度である。

一方、これに併行すろ古和田台染浴では、石鎚を多く保有している反面、他の器桶に乏しい J

前期中葉から後芙9こかけての石器群は乳棒状踏製石斧などい くつかの器種に共通する保有かみ

ら叩るが、集落間における格差が大きい煩「白」が指摘できる。八栄北集落や古和田台集落は、保有

格差の極端に大きい集落といえる。

中期中葉の組成は、先にすこし触れておいたし、第 2図によって概ねその特性をつかむことが

てさる。これによ って前期の石器群との組成上の違いを知ることができ るが、前期の石器群と異

なるもうひとつの点は、各集落における石器群が安定した組成率と保有量を示すこ とである。と
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くに磨製石斧、限げ石、敲石類としい．った組成の宅体をしめ るいく つかの器種は、集丞を構成する各

仕因に均質的たぁ 17かたをしめす。 （柱 5)

前期では、保有自体にわお善な格弟の謬められた・ーし鏃も低lt斗',、CIt 1りるか、紅落間では安宅し

ている。そして、このよ うを青屈 をも って、高杖l戸北のような破岱の 頃の石録の糾印 [lりな伐•付

をおこなう 渠落か成立するのでも るQ

2. 石鉄の石杓祖成とその変母

訓期から中期にかけての石鏃(J)ありかたを石材の組成という視点からその違いを映しだしてみ

3
 

ぷ
ノょ

第 5図に先に とり屯げた飯山満東集落と 古和田台集落の石鏃の石材料或比を示した。土器朋式

：こ対応した細分期の石材組成は、出土数の多少にん右される可能いか大善いため、これに共伴I,

ている剥片類をふくめた組成率を算出した。

飯山満東集落の由浜式期から葬島 I式期にかけての石材組成は、チャートが約 60 %をしめる＿

（第 5図 1)この石材選択の領阿か、紐分期にどのような頌宜なもつのかを確認する必要かある。

患底式期の住居からは、 12点の石鏃の出土があり、このうち 10点がチャ ートであり他の2

点か、出曜石であっ幻またこの時期には、石鏃の製作を行った 2軒の住居かある。 （許 6)

このうち 7号住居とされだものば、 2点のチャート製の石銑を出土し、剥片類もチャートが多い

という 0 1 2号住居とされた方でも 2点のチャート製0)石鏃と 4点の剥片の出士がある。

浮島 I式期は、 2号と 43号件居の 2軒のみになるが、この時期には両方で石鏃の製作をおこ

なってしヽ る。

1 2号住居ては、チャート製 9点、黒曜石装 3点の石銀があり剥片類は、チャート 45点にた

いして黒曜石は、わすかに 11点であ った。 4り住居では、チャートと 黒曜石製の石鏃がしとも

に 1点ずつ出士したか、剥片類は、チャートか多いというから、やはりこの仕同でもチャートの

比重か裔かったことか准定で含る。

石鏃0)石材組成とその製作跡に残された剥片類の組成に、黒翫式期と浮島 I式期の両時期にわ

たってほぽ、一致した傾向を読み取ることがで叔るから、飯山満東集落をのこした集団かチャー

トに比重をおいた石材の選択（チャート型）を伝統的におこなっていた事情を理解することかて

きる。

古和田台集落の組成は、これに後続する浮島1I1式期の様相をよく示していろ。 （第5図4)

紐成の主体は、チャートと 黒曜石であり、これ化安山岩などが若干加わる。 3軒の住居から出十一

した剥片類の石材組成は、チャートに主体をおいて黒曜石や安山岩、流紋岩、石英、頁岩等がこ

れに加わる。石材の種類自体が増える領向にあるが、石材選択の主体がチャートにあることは特
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ー 飯山濁東遺跡 (48点）

2
 
飯山瀾東遠跡 (12点 ）

3. 飯山滴東遠跡 (14点）

4. 古和田台遠跡 (27点）

u5 

6
 
3号住居剥片類 (56点）

全期

黒浜式期

浮島 l式期

浮島lII式期

2号住居剥片類 (152点）
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1 7.6 
(10) 

7. 4号住居剥片類 (25点）

第 5図 前期集落における石鏃の石材組成

に明瞭である。そのなかでも、 2号住居では、

ろうか。

高根木戸集落で：よ、

佑とすくない。 （第 6図1)

.0 (2) 
ぶヽ でえつ．：え芯巧し

98；・闘[t攣§喜喜)11.9(27) 
力；コ内は実数

1 5 2点の剥片類の出土があ ったが、

ち12 8点 (84. 2 %)がチャートで占められ、流紋岩、 頁告、石英がわずかづつこれに加わる。

黒曜石が認められないというチャート型の石材選択の極端な一例である。

このように、前期中葉より後葉における石鏃0)石材組成は、いわゆるチャート邸の石材選択か

反映したものであることがあ苔らかに出来た。この関係が、

中期中葉の遺跡では、任居数にたいする出土数が少ないことと、剥片類の数量や石材が高根木

戸北の資料を除いては明らかにされていないために、遺跡単位での組成を比較することで羅足し

たければならな い。 ただ前期の石鏃と剥片類の石材組成が、

ある秤度の比較は、可能であろう。

7 5点の石鏃が出十しており、黒曜石が79 oJ,を占め、

おなじ傾向が、先に示 した老ケ作貝塚、

石材組成と共通するのは、偶然ではあるまい。また、

1 5.8 
(23) 

これらのう

中期には、いかなる変化を示すのだ

よく一致していることをふまえれば、

チャート 1よ18. 3 

今島田遺跡などの石鏃の

高根木戸北遺跡では、黒曜石が 44. 7 %で

チャートが51.2 %とチャートが幾分多い組成をしめすが、前期の組成に比べれば、

める割合が大きく伸びた事実を共通に認職することができるだろう。

黒曜石の占
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6. 蕨立遺跡（ 18点） 鳳、＼＼＼＼＼`丁、＼＼＼＼＼、ミ＼＼＼＼＼、、、＼`
第6図 中期集落における石鏃の石材組成 カッコ内は実数

幾分、観察の視野をひろ げて、該期の集落における石鏃0)在り方のもう 一つの特性に注意して

みよう。

おなじ く東京洛東岸に位習する蕨立遺跡は、阿干台式期の集落で22軒の竪穴住居が検出され

ている。この集落からは、1 8点の石鏃が出土しているが、これらの石材は、全て黒曜石である。

仕居内からの出ナば、10点でそのうちの 6点が47号住居 とされた 1軒に集中していた。 （文

18-P94~101) 集落の大半が調沓されたにもかかわらず、ここから出土した石鏃の石

材か全て黒曜石によっ て占められていることは、先述した石材組成の在り方からすると特異とも

思われる現象である。同様に黒曜石の選択率が匝端に扁い遺跡は、飯山勤東遺跡の中期住居群な

どがあげられる。 （文 15~P260 )

飯山禍東遺跡では、 阿玉台式期と加曽利EI式期の住居内で石鏃の製作が行われているが、こ

こからは、 黒曜石製の石鏃と多量の剥片が出土 し、他の石材は、極めてすく ない。さらにこれら

の集落は、石鏃の保有が、相対的に少ないという傾向か指摘できそうである。

石鏃の保有の少ない集落においても、 集落内で石鎚を製作した ことが以上に示した事実から明

らかであるから、 かつて後藤氏（こよって指摘された、特定の集落が石材の入手から石鏃の製作ま

でをおこない、周辺の集落に石鏃を分配したという予測は、成り立ち得ないことになる。

それでは、各集落は、 石鏃をもちいた狩猟活動をそれぞれ独自におこ なっていたのであろうか。

わずかなが らも 、それぞれの集落内で石鏃の製作、保有をおこなっていたことは明らかであ

るから、おそ らく 、それらを消費する程度の規模の狩猟が集落を単位として行われていたものと
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考えるほうが妥当てあろら。

しなし、それたピでば、―●1この地域に集落附を形成ずる＝に名犀の石鏃を製作、保有しだ屯団

が存在 Itこことの1括由廿'.1左営旺ぺ，毛苔らかにし囀だことにぱたらだい。

先にみて苔たよう ICー、 ごの時期の五材選択には、石録の保有芹刀の1'氏し、印落てば、用耀石か「！仔II

的な糾成率をもち、集落現樗げ）大蓋い、まだ石鏃の保有率じ）高し集落てIi、'弔陶石についご、チ

ャートか、 30 ~ 1 0笏和占幻ることがわかった ，0 この二つの現象のあ I．ヽ だには、ヽ 11地の石村の

入手とその消費をめくって、そこに 定の注則かばだらいてし，るよう［こもみえる。

占地域(,t、石器の用杞どして閂いることので含る石村の痒出か苔わめて乏しい U とくげ石鏃左

と())押圧剥離技箭を駆使すろ皐II片石器の用材は、殆と存在せず（文6-P96~101)その名

くは他の地域からの搬入（こ頓らなければ左らなかったJ)でをる。

これを石鎚に絞ってみると、搬入石材を大苔く＿―つにわげて考えることがて苔るしこまかた石

)］の産状や咤珀との関係をすべてにわたこって吟味する余裕はたいの二此期な違えだから、「休

的に用いられたチャートと黒曜石について考えてみるこどにする。

両者を比較しだ場合、登入訛域をめぐって本地域を中心にして大苔く二羞の輪を揺くことかて

含る。それらのうら1}、]側の輪には、閣東産地に在するチャートか、そし-し、外側Uう輪9こ尉濯石カ

おいて考えることがでぎる。チャートは、岩脈の存在する地域のlnJJ 11流城にひろく転石として19,it

給される。尉曜石も同様の原理によってその供給地域を拡大ポせるが当地（こおいては、それか及

ぷ範囲ではない。

チでートや頁岩は荒!IIゃ多摩川たとに軽わとして行任し、当地げおいても比較的近憐の梵団ど

の交流によって容易に入手かで宮たものと思われる。

一方、黒濯石ぱ、袢津島産、伊豆箱捩咤、信川産のものか搬人されている。 ［文 4-P72)

黒曜石は｀良質た剥片を多岨に打ち剥かす事かでぎるか、その産出地は、 15 0はJJ|：：：(!)距離か

ある。仮に水路によな璽衡経路か拓かれていだとしても、チャートに比へれは、よ b名くの代伯

を必要としたことは、容易に相像で蓋るうここでは、チ．ャート、貞岩、ホル J フュルスたとを在

地系石材、黒曜石を心娼地系石材と便宜的に呼んでおくっ

中期における両系仁付の消費品と石録の保有畠 1よ、遠隔坦系石材の普及か一定•（直を保持するか、

とくに白銀の保有率の高い選跡ては、全体の 30~40物をチャートを工体とした在地系石吋が

占める。これは、必要呈のすべてを遠后地系石材て梢うことか不町能であった事情を反映してい

る現象と捉えることかて苔る。その一方て、石鏃の保有率の低い集落では、入手可能な範囲での

遠隔即系石材で，石器製作を完結することかできたのでむる。その結果が、極嬬な里曜石型の石材

選択とたって現れているのである。

当地の中期中菓の集団は、このように一定量の凍隔地系石材をともに手にすることかで蓋たり）

である c その全体量は、仙期のチャート型の組成率を黒曜石型に逆転させるほどのものであった
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から、この時具月1ご黒呪石展産地とのあし、だにかなり頻繁な交池をもとめたことか予測て苔る。

（文5-P 2 8 ~ 2 9‘) 

しかし、該期の集落にみられる石鏃の集中保有は、この遠隔地系石けの入手限内を誠えていr

ために、この不后分を仕池系石村によって哺わなければならたかっ「このである。そして、 この不

足分を前期から用い紐げて苔たチャートによってまかなう現依は、よビ池域9こおげろ集団の資f1確

保の自然な在り方とみるべきてある。

闘期から中期1こし、たる 1且lには、石鏃の石材選択におお忍な変化をあとすける事かで包 、その背

後化は、 石鏃の塁Il的だ保有な可能にするための遠為地菜石位の入下経路の閲拓，と不尼分を哺う

在地系石材の飩完という庄団の対応の形態を読み取ることがてきるのである。

在地系石材の補完を行いなからも、ある特定の集落で集中的に製作、保有された大景の石錫は、

どのような集団組織に出いられfこのであろうか。狩囲活動におげる組織化の実態をあきらかにす

ろためば、集落門にわける石鋸の在り方に注意してみる必要がある。

3 飯山南東集落と高根木戸集落

ここてぱ、 石器の保伶形喉が比較的明確な前期の飯山識東集落と中期の高根木戸染啓における

石鏃の保有状況を観察してみよう。

(1) 飯山満東集落

第 7図（こ飯山囲東庄落の石鏃ど該期に保有率の高い特徴的な伍器てある乳棒状磨製石斧の分布

をしめした。

悲兵式期における集落の展開は、台地の東西に仕居がそれそれ集中する。東群は、 9軒て垣群

ぱ、 1 6軒が存任するか、西群ては、 住居に重夜かみられるし、まに里浜式自体にこまかた時間

flりな区分か認められるから、釦分期の併存住届はぎらにすく左くなるであろう。 （文 15 -P  2 

46~248) 

摩島式期の住居は、西側のみに分布し、とくに浮島IIl式記の仕居は西北恕に集落の中心の移棚

が行われだようである。

黒浜式期に安定した組成率を示していた乳棒状磨製石斧は、住居内と逍構外の分布からあきら

かたように東西の両群に保有されている 3 東群では、 9軒の任居に対して 6木か、西群では、

1 6軒の黒浜式胆の住国にだいして 21本の出土がある。函群か多いという状況には、浮島式期

の住居の分布が関係するものと思われる。

これらは、遺跡内にのこされる偶発件を考慮にいれても、基本的には、黒阪式期のそれそれの

住居に毎しく保角されたものと考えてよいだろう。

白録の出土は、これにたいして とのよう な在 り方を示すのてあ ろうか。

飯山満東集格では、患浜式期と汗島I式期にそれぞれ住居内で石鏃の製作をおこなっている。
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第7図 飯山滴東集落における石鏃と麿製石斧の分布

石鏃製作のおこなわ且た仕居ぱ、西群にその分布が限られている。 （第 7図） 集落内における

石鏃の分布状況は、これを反映して西群に集中する。東群では、わすかに 1点のみの出士だとど

まり、また西群では、遺槽外出士のものもふくめて、その多くが石鏃の装作をおこたう任居のま

わりに高い密度で分布することは、圧目すべき事実である。

また、西群の仕居のなかでも伍鏃を出土している住居は、 16軒中わずかに 5軒にとどまる。

ばらつきを考慮して考える必要があるか、石鏃のみ 0)出士は、このうちの 2軒て、のころ 3軒ぱ、

チャート型の石材選択をおこたう石核（註 7) と刹片類の出士があるからこれらの住居が西群1こ

石鏃を集中させる現象の本質的な要因 0)一つとたっていた事iふ確かであろう。

また、これと周様の現象ぱ、後紐する浮島 1式期にも認められる。

飯山満東集落の石器群を前期中菜の石器群として、その組成率のみを比較の対象としてみても、

それぞれの石器のもつ本質的な意味を理解することは、で蓉ないのである。ここで明らかにして

きたように組成率の中で安定している石鏃ぱ、集落内では保有にきわめて極端なかたよりをもつ

のである。そして、このかたよりにこそ、石器群全体の中における狩猟具としての石鍍のもつ本

質的な意味がかくされているものと考えるのである。
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飯山濁束集落1ておいてあきらかにされたこの閾係か中期の集烙の集団構成のなかにどのよう 1こ

映し出されるのであろうか。つ ぎに、その実清を検討してみよう。

(2) 属根木戸集落

a. 集落の構成

高根木戸集格は、勝坂、阿玉台式期に集落の形成か開始され加曽利Ell]式期まて継続する。士

器型式を分期とすると、すくなくとも 4期に分かれ、さらに同一型式内の重複をこれに加えると

7期前後になる。

また、出土土器邸式によ って時期の明確な住居は、 75軒中 59軒て、他の 16軒の時期は、

報文によ るか苔 りでは、明確9こで 返ない。したがって 、こ こては、ます、 集落全体の変遥を住居

群の構成のありかたによって整痺し、環状の集落を構成する、いわば細胞的な住居のまとまりを

住居フロノクとして捉え、それらの規模、数をあ担らかにしたうえで、ブロソク間における石錫

のありかだを観察してみることだしよう。ここで1よ、かりに土器型式を単位として I~IV期とい

う分期の名称をもちいる。

期
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第8図 高根木戸北集落における住居ブロソクの変遷

集落の始源期にあたる勝坂、阿玉台式期の住居は、結果的に軍たりをも って環状を呈する住居

群のもっとも外側に構えられている。加曽利EI式以後の住居は、これを結ぶ ラインの内側から
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順次、中心部の広場的た遺溝の字「］地惜1こむかし‘、その輪をせはめて tヽく。

集落全体の動訂 として認められる任居の移動の法則のなかて、それそれの住困の間には、ど

のような脚係が読み取れるたろうか。仕居ブロノクの単位と変化は、住店の分布 Lのまと克 hど、

環状の形態の外から中とい う求心的な動 当によっ エ、 I期の住居の内側1こ隣接 して営まれたTI,

Ill期の住居をその変遷の軌跡として捉えることかで苔 よう。

ここでは、もっとも北に位屈するものを Aブロックとして逆時計回りにそれそiLEフロノクま

でを見分けることがで蓋る。 （第 8図）

Aブロ ・ノク は、 U期以降IV期までの連続がみとめら j叶V期の住居は、もっとも内側fご位怜し

ている。 B、Cブロ y クも同様な動蓋がある。

1)、Eブロ ．． ，クは、 I期の住居が、かなり近接している。 lI期以陥のフロノクの移動は逆時計

匝りに横へずれこむ傾向があるか、恐らくこれは、 T財における近接した庄国の付附関係か、求

心的なブロノクの移動を不可能だし、あらたな居住地点を東方にもとめた結果であろうと 考えら

れる。この動合によって、各プロノクは、 IV期に至っても環状の染忍形態を維持でき、まに居住

区の中央部には、およそ2000 m'の広場的空間が確保されることになる。

I期の仕居は、 4軒てあ ったから、 Il期以降における 6つのフロノクの在り方から、次第9ご染

落の構成員の増加したことを予測できる。

これらの他に、時期不明の住居がどの ような係わりをもつかが1問題としてのこるが、 集落の形

態か、 I期以降、環状を維持する事実［こ一つの集落テザインの法則性を求めるとするたらば、住

居フロックの移動の軌跡は、集烙構成員の増加と集落横成の維持という二つの局面に対応した集

団の動きとして無理なく理解で玉るであろう。

集落経常の紐分期における全住国の対応の詳細は、今後の課題であろ う。

b. 集落横成と石鏃の保有

集落内に分立しながらも、一定の結びつ含をもって変遷をとげた仕居ブロックにおける石録の

出土状況を次に観察してみよう。 （表 1)

ロ A B C D E F 時期別総計

I期

゜ ゜゜
1 1 

rr期 2 

゜
7 1 1 

゜
， 

1 0 3 0 

[l]期 3 

゜
1 3 

゜
3 1 0 

IV期 2 

゜
2 5 4 3 1 6 

ブロ・ノク総註 7 

゜
1 0 1 9 4 1 7 5 7 

第 1表 高根木戸隻落におけ る石鏃の保有状況

1期の状況は、全体の出士石盆が少なく不明た部分が多いか、とくに集中する頑向もまた認

めることはできない。この時期にはわずかに 1点の出土が知られるのみである。 TT期の住居数は、
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2 4軒ともっとも多く、も鏃も 11卓十から 31点の山十かある。仕厄フロンク :7おける仕匡数

と石器の出土数の関｛忌から(~'、 I)フロッタ（こおげる出t数の名点が目立つ。こ豆）ふだつのフ U j 

クは 31点のうち0)1 8点和保有していろ。こ1しば、フロノク砂］の任戸姜｛と石鏃の対応胴係をみ

ても、 1軒にだしヽして 2.3ぷこ 2.8 i,:とし、う高し、比率か導かれる u 「こniこ］ーしヽ して、 li、E

ブロノクは、全く保百かみられたし、 0

同じようにして、同時期に存在する仕屈フロノ，クと且居軒数豆）対応と石誤の出土数の閃係を整

理してみると｀石鎚を保在する仕因ブロノクか総体として富加する傾向を読み取るととがてき

る。これらのことからは、集落の変造と共に石鏃か各仕居プ｀ o ノクに平均げ］にゆ苫わたることが

暗示さ九てしヽるかのようてある。

しかし、この分析によって示されるもうひとつの事実は、街落全体としては、最も多くの石

鏃か保角されるようになる II欺、そしてそ訊以降にもまったく石錮を持たない住居ブロノクか合

存することである。

Bフロノクてば、集溶の継続する全時期にわたって保有がみられないし、 Eブロノクでも I期

からm期までは保有がみられない。北tこ、 EフロックはIV期に 2小群にわかれる可能性かある

が、やはりその一方につし、ても同様のことがいえる。

このように、高根木戸集洛では、 II期以降［こ石鏃を保有する什居フロノクか全体として増加す

るという傾向かあるが反面、 まったく保有在しない恥団も存在するのである。そしてこれらの

集団が、 1うる一定の関係をもって一つの第洛を構成していヤ、という事実をこのことから知るの

である。

高根木戸集落における石鎚の保有状況は、破格の崖の石鏃を保有した高根木戸北集落における

保有のありかたを予測する一つの手かかりを与えてくれる J

高根木戸比における石器の出土状況と基本的左石器組成については、すてに述へておいに。

(Il-5) 

当地の中期集落における石鏃の保有は、集落構成の基本的な単位となる仕居ブロックを一つの

半位としておこなわれていたことが明らかてあるから、おそらく、高根木戸北におけろ保有もこ

れが単位とたっていたものと考えておく。一部分ではあるが、調査の行わ1した内側の住居群9こ石

銀の出上がきわめて少左い事実は、他の集落を圧倒する数の石鏃を保有した隻落においても｀ほ

とんとこ訊を持たない東団が同時に存任したことを暗示しているものと考えたい。

そしてまた、飯山満東集落の分析から、峙定の仕居ブロノクにわける石鏃0)保有という行為か

この地域では、少なくとも、前期中槃1こまで党るという見通しをだてることができるのである。

（註 8)
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IV 石鏃の集中保有と狩猟編成

ひとつの集落を枷成する集団のなかで石鏃か、どのようなかrちで保有されていだのか、この問

題を考えろために、前期中菜にまでさかのぼり集蕗内の出士吠況をもとにいくつかの推測をここ

ろみてきた。その結果、集落内における保向の実態をある程度まて明らかにすることがで苔たも

のと考える。

石鏃の保有集団か集落の構成単位である住居フロノクによってそのサイスを示すことがで蓋る

とするならば、それらの集団は、石鏃を用いた狩猟活動をとのように臼織したのであろうかa

中郡においてば、狛落間における石鏃以外の石器組成が苔わめて安定してお IJ、その反面、石

鏃には保有格差が大苔いということかわかっている (IT-3)から、石鏃を多量にもった集落か

もっばら狩猟に従事したことは、考えられたいだろう。むしろ渠落閻で共通に安定して特ちえた

打製石斧や磨鮒石斧そして磨石、敲石類、石旧といった石器類を用した生産后動をともにおこた

っていたと考えるべ合である。

そうであるならば、特定の集落における破格の景の石鏃ば、狩猟活動にそそぐ労働扁とその組

織の規楔や体制のちがいとして考えられなくてはならたい。

石鉄の石材選択の峙性から、隼中保有の見られたい通常の集落は、大半を入手麟の限られた遠

隔地系石材の黒曜石によってこれをまかなっている事がわかるから、狩猟の規模もそれほど大きい

ものではなかったことが柑測で含る。おそらくは、集落内で完結する程度の規模と体制であった

のだろう。

一方、集中保有をおこなう集落では、遠塙地系石材の不足分を補うチャートを主体とした在地

系石材の補完率か高いから、投下する労働量と規模の大羞い、また｀かなり組織化された構成を

もつ集団が、狩猟にかかわった可能性がある。石器組成からあきらかなように安定した生産体系

が確立していた集落間において 1よ、むしろ、近隣のいくつかの集洛か伺らかの利害関係をもって

狩猟集団を編成した可能件のほうかより高いのである。

かりに、このような体制をもつ集団狩猟編成が存在するとしたら、これに加わったそれそれの

集落は、どのような恩恵を得ることができるのであろうか。

狩猟の対象てあった陸棲獣類の遣存体は、通常の遺跡では、殆ど検出することか不可能である

が、屁塚を形成してし、る場合には、その種類や量なとをかたり詳しく知ることがて苔る。

また、当地域には、集落の一部に貝塚の形成されているものか多く、これを対象とした分析研

究も充実している。 （文3)

このなかで同じ東取湾更岸に位廣する艮ノ花貝塚（文 20)の分析を行った林謙作氏はシカ、

イノシシを中心とした祖成率と逍骸の遺跡内における残存部位の検討をおこない、これによって

継続集落の各細分期にみとめられるは存体の部位がそれぞれに異なるまとまりをしめす事実を明

らかにし、これを「他の集落と協同して組織を編成した狩猟の結果 J（文12-Pl26)であ
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ると解釈した。遺存体の分析から導かれた注目すべ善指摘である。

すくなくとも、林氏の指摘の通り、中期だおいてシカ、イノシシを対象だした狩猟に複数の集

落の集団がかかわりをもっていたとする推定は、本論であ苔らかにして苔た特定染烙における石

鏃の集中保有化と無院係な現象ではあるまい。むしろ、このふたつの現象1よ、集落か協同で編成

をした狩猟集団における各集団の役割やその）弓属の位逍をしめすものと考えられるのである。

一定地域内の集蕗数が増加し、ある地域では、過密ともいえる程の集中をしめす縄文中期にあ

って、シカ、イノシシの遺存体組成1よ、加曽利貝塚では、イノシシか、シカの2伯以じにも増加

し、貝ノ花貝塚でも、イノシシが全組成の50 %以上をしめ、他の動物に占める割合、分布密度

がともにはかの時期を圧倒するという。 （文3-P87、P97~98)

イノシシが、シカにくらべ、比較的ひろいテ］）トリーの中で、生息する習性（文 2-P138)

を考えるならば、過密な集落をとりまく環境に生息したイノシシの補痩ては、それぞれの集落へ

の分配を前提とした、複数集落の人々によって組織された狩猟編成がこれにあたった事が予測で苔

る。このような組織注と規模をもった狩猟絹成によって、各集落の参加者は、それぞれの役割に

応じた獲吻の解体部位を集落に持ち帰ることがで善たのであろう。腐根木戸北のわ器群に予測さ

れた石鏃の集中保有化現象は、以上に述べて苔たような、集落間における合同の労働力の投下と

その組織法の存在を予測すろことによって｀ 1よじめて深層における理解かなされるのである。

このようなしくみを持った狩猟活動において扁根木戸北集落の集同は、おそらく射手を擁する

狩猟編成のなかで｀屯越もた位磁を占めていたものとおもわれる。

V まとめと展望

縄文時代中期中菜の集洛における石鏃の集中保有化という現象に焦点をあてて、そこから導か

れる問題、（1) 石器群全体のなかでの石鏃のもつ意味．（2) 石鏃を用いる狩猟活動の実態とそれ

に係わる集団の結織法について論を巡らせて苔た。

一つの石器が一定の地域と時間のなかに有する歴史的な意味と社会的な役割をあきらかにする

ためには、型式編年学的な分析を前提として、石器自体が、素材の段階からどのような技術に

よっでつくられているのかといった技術論的な問題と、つくりあげられた石器が、その集団のな

かで、どの様にして保有されていたのか、また、それを用いる生産活動に集団が｀どのような組

織をつくり労働したか、ということを明らかにして、相互の関係を解かなければならない。

この点で、本論は塑式学的、技術誰的な分析に深く立ち入らなかったのでいくふん均整を欠い

たものとなっている。今後の課題としておく。

本稿でとりあっかった、縄文中期の石鏃は、集落内においても限られた住居ブロ yクに占有さ

れていることがあ苔らかにで蓋た。そして、この関係ぱ、当地域では、すくなくとも前期に

まで遡ってみとめることがで玉る。一方、中期では、狩猟活動の発達とともに特定の集落におい
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て多革の右錬が、集中的に保有される現象が認められるようになろが集落内におけるそれらの存

りア（よ、 同様に任r戸］プロ、ノクを単位としたまとまりであることか f測された。

また、中期における石録の特徴は、その用材の種類の選択と入手の方法にも詔めることかて苔

る。

前胡においてみとめられる在地系石材を主体とした、いわゆるチャー 卜^型の石材選訳は中期に

おいCは、この関係か逆転し、遠廂地系石材にたよった、 黒曜石型に変化する。

とくに一般集落（石鏃を集中的に保有しだい集落）において、この関係が、かたり明確1こ詑め

られろ事実に注目する必要かある。

石鏃の保有畠 とその方法において前期集落とおお苔た逢いのみられない集落ては、前期以来の

チャート型の石材演択の伝統もつよく残されたと考えることもて苔るか、実態は、むし ろこれと

全く逆で、黒曜石型の選択がかたり明確に認められるのである。これらのことから、この時期の

石鏃の石材選択には、用材の入手に際してそれそれの集落が個別にあたったのて1よたく、遠隔地

系石材の搬入と確保和掌握した核的な集団の存在が予測されてくる。このような関係の成り汀ち

によって中期の集落は、一定昂の黒曜石をともに手にすることが可能とた ったのであろう。

そして、この権利を茫裾する集落か当地における集団狩猟硼成だよる狩猟活動を組織し石鏃の

集中保有をおこなう染落のもうひとつの姿であっ た、という推測も成り 立つか もしれない。

今回は、この部分をあきらかにする詳細な分析を特に示さ左かったが、本論で示したそれぞれ

の現象のタテ、ヨコの結びつ合を考えるとま、これらの予測1よ、一定の確実且をもつことかわか

7 ;,) 0 

これらの推測によって中期の狩猟活動が、前期におけるものとは、規模や組織、そして労働体

系全体のなかでしめる意味自体が変化している事実存知ることかで叔るのである。

ひとつの遺跡から出上する石器群の組成を数字や記号におきかえて、これを比較し、そこから

当時の生業を予測する方法は、漠然とした地域のなかで、しかも大沌かな傾向を捉えているにす

涅だいのであ って、それだけでは、集団の生産活動の実態を歴史的に評価することは出来たいの

である。

道具は、それ自身が必要とされた社会的な背景をも って遺跡の中に存在する。これを理解する

ためには、製作、保有、消費、補完という連続のなかで個々の段階における技術的だ特質や集団

の側わり合いをしめし、相互の一貫した関係を解かねばなら存し‘o

そして、生産活動の体系全体の組織法のなかに石器群を位置づけていくことによって縄文時代

社会における生産活動の構造とその特質を知ることがで合 るものと考える。

おわりに

本稿は、つね日頃より網文時代の石器を理解するにあたって問題にしていたことの一つであっ
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た縄文時代の狩猟活動1こついて、いくつかの分析をこころみにものでを 7）。もとより、ここに示

した図式的な推測でそのすべてか兜解できたと思、っているわけではない。訓i父の時期の様相の明

確化と共に資料の袖完とじ）こした課題については、機公をあらだめて再冷しだし ‘o

ここに示したいくつかの資料の実見と分札や文献の収集そして本論の内容につし、て御助己をい

ただいた方々を以下に記して感謝の紅にかえだい。

後1/泰和民 中司完 高橋詞 鳥可政之 ―ド罰宏

また、戸沢充則先生には、縄文文化の研究万法の指導をぱじめとして、縄文時代の石器につい

て考える機会を与えて頂いている。あわせて感謝の意を表しだい。

（明治大学大学院博七課程＼

註

1. 文献 ll-Pl91お．tび文献6-P 4 

2 黒曜石の石拉には、ピエスエスキーユと呼ばれるものが、相当多くふくまれ、また小型のも

のが多いu これらの中には、比較的大型て厚みのある剥片を素材としたものが在り、原材を荒

割りにしたものをもちたいとも考えられる。他にしヽくつかのハラエティかあるが、 ここでは触

れない。

3 逼具ぱ，生産活動における装備の一部であり、活動の技術、粗餓、規模によって投下される

労働力は、異なるし、またそれは、道具の数や組み合わせに反映されるはすである。この関係

を軽得し、各労働部門の通具の数を対等に比餃し、これを生産痙門別の祖成とみな す分析研究

が多い。組成諦は数値対数値てはなく、通具に反映される集団活動の関係の比較において有効

な方法てある c

4. 文献 10および文献 19-P146~147

5. 高根木戸における石錨をのそいた多くの石器の出士状況は、住居ブロノク間にはぽ定羅的に

分布する 3 （文献 14) 

6. ここでは、住居内より石鏃とその未製品、石核、剥片などの出土の状況から穀作址を認定し

た。この他に西群の数軒の住居にその可能性かあるが、明確でないe

7. 文献ー 15 チャートの小礫とされにものは、剥離痕があり、小さた刹片を得る石核と考え

られる。おそらく、両極打法をもちいる際の石核であろう。小礫をそのまま用いる点に特徴か

ある。

8 同様な現象は前期の東北、中部地方のいくつかの集格においても観察てきる。また早期中葉

から末簑の集落においてもこれに該当する例があるから、集落内における石器製作と保有が分

有される背景には、集落構成の変化が密接な結びつ令をも っているものと考えている。この問

四については、後日に述べる用意がある。
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